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モ ーパ ッサ ン 『首 飾 り』 を読 む

柏 木 隆 雄

要 旨

ギ ・ド・モーパ ッサン(1850-1893)は プロスペル ・メリメ(1802-1870)と ともに

短編小説の名手 とされる。メリメの短編はせいぜい10篇 。 しかし芥川龍之介も嘆賞する

ようにそれは完壁の域に達する。一方のモーパ ッサンは 『メダンのタベ』(1880)に 寄

せた短編 「脂肪の塊」で文壇に登場 したが、ほぼ10年 あまりの作家生活の中で短編 を無

慮300余 篇発表 した。その中には珠玉の作品もあるが、粗雑なもの も混在する。一般に

彼の短編の白眉 とされるのが 『首飾 り』(1884)で 、 日本で も早 くからよく知 られた名

作である。

では 『首飾 り』が どういう点で短編 として優 れているか。短編 は 「オチのみごとさ」

を称せられるものが多いが、メリメやバルザ ックの時代には、必ずしも 「オチのみごと

さ」を評価 されることは少なかったように思われる。むしろ異常な物語展開に 「本当ら

しさ」を見せるところに技量 を誇ったようだ。むしろ19世 紀の後半、ジャーナリズムが

覇権を握るモーパ ッサンの時代 になって、短編の切れの良 さやオチが意識されたのでは

ないか。『首飾 り』を詳細 に読み、その一年前 に発表されたほぼ同じ趣 旨の短編 『宝石』

とを比較 しなが ら、モーパ ッサンの短編の構造 を明らかにする。

キ ー ワ ー ド:ギ ・ド ・モ ーパ ッサ ン、 短 編 小 説 、 文 体 論 、 テ クス ト解 釈

1.オ チ のみ ご とさ

短編 というものの、いわゆる 「オチ」が、いわば一種の どんでん返 し、あっと驚 くよ

うな結末であるのは共通の理解のように一見思われるが、18世 紀のディドロなどの短編

はともか く、「短編小説」が小説の有効な一ジャンルとして確立することになる19世 紀

の初め頃に名手 と謳われたプロスペル ・メリメの作品を読んでみると、必ず しもいわゆ
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る 「オチ」が際だっているわけではない。バルザ ックの短編にしても、鮮やかに舞台は

暗転、読者があっけにとられて感心する、 といった作品は案外少 ない。かえってメリメ

の短編にしてもス タンダールの短編にしても、何か読者を不可解 な闇の世界に引 き込ん

で終わる場合が多い。む しろこうした 「オチ」は19世 紀後半、小説が商業的な産物 とな

り、読者の消閑の具 となりつつあった小説、短い時間で ぐいぐい読者をひっぱったあと、

さっと 「オチ」を示 して読者をあっけにとらせなが ら終わる、 というスタイルが流行 し

始めたように思われる。なかでもモーパ ッサンは300篇 にも及ぶその短編作品の中で(メ

リメと違ってその精粗の差はかな り大 きいが)主 に見 られるもので、そのこともまたモー

パッサ ンという作家の全体像について も示唆的なものがあるかもしれない。その意味で、

彼の数ある短編小説の中で も傑作 と言われる作品の結末を分析、考察することは、作家

の特質の理解 とい う点で重要 と思われる。

中で も短編 『首飾 り』(原 題LaPayuye,1884)は 、その出来栄えの点でおそらくはモー

パ ッサ ン短編中十指に上るもので、語学の教科書などにもよく登場 したものだ。美 しく、

魅力的な女性 なが ら、平役人の家に生まれて玉の輿の夢かなわず、やはり同じ小役人と

結婚 したヒロインが、不満の日々を送っていたある日、夫の勤める文部省の大臣から夜

会の招待を受けるところか ら悲劇(あ るいは喜劇)が 始まる。

美人で魅力的な彼女の欠点、あるいは癖は、育ちに似ず、あるいはその育ちのゆえか、

大の宝飾品好きであることだが、簡素(simple)な 生活を余儀な くされている彼女には、

せ っか くの大臣招待の夜会に出る服 も飾 りもない。 ドレスは夫の膀繰 りで調えることが

できたけれど、その ドレスを着るためには今度は宝石が必要、 という段になって、彼女

の修道院時代の友人で、金持ちの夫人か らダイアの首飾 りを借 りることによって首尾良

く舞踏会にデビューできた彼女は、夜会の花形 となって陶然 とした時間を過ごす。帰 り

は着飾った夫人たちとの鉢合わせを嫌って、時間差で退出 し、冴えない場末の4輪 馬車

で帰路に着 き、やっとのことでアパー トの階段 を昇 り、自室に戻 って脱衣する際に借 り

物の首飾 りがないことに気がついた。あちこち探 し回るが見つからず、結局そっくりの

ものを高級店で買って夫人に返す羽 目になる。代金は目を向くような4万 フラン。夫の

父親か らの遺産で一部を払い、残 りは借金することによって、首飾 りを買い求めて、無

事その友人に返 しはしたものの、夫婦の生活は一変、家賃の安い屋根裏部屋 に移 り、夫

は役所の他に内職の夜仕事 もして借金の返済に追われる厳 しい毎 日となる。

彼女はかつては思いもしなかった家事労働、プチ ・ブル夫人の面目は全 くない有様で、

それこそ髪振 り乱 し、衣服 も構わず、市場では時には汚い言葉 も口にして僅かの ものも

値切った りもした。 ようや く努力の甲斐あって、借金 も利息 もやっとのことで完済 した

10年後のある日曜 日、その首飾 りの貸 し主、金持ちの友人に出会 う。以下が有名な最後

のオチの部分である。微妙なニュア ンスを理解するために原文 と訳文 とを引 く。
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Bonjour,Jeanne.

L'autrenelareconnaissaitpoint,s'etonnantd'etreappeleeainsifamilierementpar

cettebourgeoise.Ellebalbutia:

≪Mais...Madame!...Jenesais...Vousdevezvoustromper.

Non.JesuisMathildeLoisel.≫

Sonamiepoussauncri:

Oh1...mapauvreMathilde,commetoestchangee!...

‐Oui
,j'aieudesfoursbiendures,depuisquejenet'aivue;etbiendesmiseres...

etcelaacausedetoi!...

-Demoi
...CommentgaP

‐Tutorappellesbiencetterivieredediamantsquetom'aspreteepourallerala

feteduministere.

‐Oui
.Ehbien?

EhBien,jePaiperdue.

‐Comment!Puisquetome1'asrapportee
.

‐Jet'enairapporteuneautretoutepareille
.Etvoiladixansquenouslapayons.

Tucomprendsquegan'6taitpasais6pournous,quin'avionsrien...Enfin,c'estfini,et

jesuisrudementcontente.

Tudisquetoasacheteunerivieredediamantspourremplacerlamienne?

-Oui
.Tunet'en6taispasapergue,heinPEIIes6taientbienpareilles.》

Etellesouriaitdunejoieorgueilleuseetnaive.

MmeForestier,fortemue,luipritlesdeuxmains.

Oh!MapauvreMathilde!Maislamienneetaitfausse.Ellevalaitaupluscinq

centsfrancs!≫

Maupassant,LaParure,inLaParureetautrescomesparisiens,editesparM.-C.

Bancquart,ClassiquesGarnier,1984,p.464.

「こん に ち は 、 ジ ャ ンヌ 」

相 手 は正 体 が 分 か らず に 、 驚 い て い る。 こ れ ほ ど親 しげ にお 上 さ ん 風 の 女 性 に 呼

ば れ る な ん て。 彼 女 は 口 ご も りな が ら答 え る 。

「え 一 と__失 礼 で す け ど1_...ど な た か し ら.._.お 間違 い と思、い ます が 」

「い え、 私 、 マ チ ル ド ・ロ ワゼ ル よ」

友 達 はあ っ と声 を上 げ た 。

「ま あ1マ チ ル ドな の ね 、 な ん て 変 わ っ て し ま っ た こ と1」
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「そ う、 ず い ぶ ん 辛 い毎 日だ っ た か ら。 あ な た に会 っ た 時 か らね。 そ れ に、 とて

も惨 め な 思 い も した わ__そ れ もあ な た のせ い で1__」

「私 の せ い._.ど う して な の?」

「あ な た 、 覚 え て る で し ょ う、 あ の ダ イ ヤ の 首 飾 り。 あ な た が 私 に 貸 して くれ て 、

そ れ で 大 臣 の お祝 い の 会 に 出 か け た の を」

「え え 。 そ れ で?」

「そ れ で 、 ね。 私 、 そ れ を失 く した の よ」

「ま あ!で も、 あ れ返 して 下 さ っ た じゃ な い 」

「私 が あ な た の と こ ろ に持 って い っ た の は別 の そ っ く りな もの 。 だ か ら こ こ10年

私 た ち そ の 支 払 い を して きた の よ。わ か る で し ょう、そ れ が そ ん な に簡 単 じ ゃ な い っ

て こ とが 。 この 私 た ち に は ね、 な にせ 何 に も無 し と き て い る の だ か ら__で も や っ

と終 わ った わ。 だ か ら本 当 に ほ っ と して い る の よ」

「つ ま り、 あ な た は ダ イ ヤ モ ン ドの 首 飾 りを 買 って 、 私 の も の の代 わ りに した っ

て わ け?」

「そ う よ。 あ な た は気 が付 か な か っ た で し ょ う、 ね?本 当 に そ っ く りだ っ た も

の 」

彼 女 は に っ こ り嬉 しそ うに 、 ど うだ と言 わ ん ば か りの 気 持 ち を そ の ま ま に微 笑 ん

で みせ た 。

フ ォ レス テ ィエ 夫 人 は、 ひ ど く動 転 して そ の友 の 両 手 を つ か ん だ。

「ま あ!か わ い そ う に、 マ チ ル ド!で も私 の は偽 物 だ っ た の よ。 せ い ぜ い

500フ ラ ン く らい の 代 物 だ っ た の に1__」

以上、二人の緩急 自在 に描 き分け られた言葉の応酬だけで、一気 に思いがけない結末

に導 く鮮やかな作者の手腕が見て取れよう。

∬.寓 意 の構造

これほど見事な 「オチ」を演出するためには、当然 さまざまな仕掛けが施されている

に違いない。まず、その 「仕掛け」を検討する必要があるだろう。あとでもう一度触れ

ることになるが、「オチ」がみごとに決まるためには、それの対 として、何 よりも冒頭

部分、書 き出 しの如何がやはり重要になる。この短編の書 き出しはどうなっているだろ

う。先 と同 じように原文、訳文を引いてみる。

C'etaitunedecesjoliesetcharmantesfilles,nees,commeparuneerreurdudestin,

..



モ ーパ ッサ ン 「首 飾 り』 を読 む

dansunefamilled'employes.Ellen'avaitpasdedot,pasd'esperances,aucunmoyen

d'etreconnue,comprise,aimee,epouseeparunhommericheetdistingue:etellese

laissamarieravecunpetitcommisduministerede1'lnstructionpublique.

Ellefutsimplenepouvanttitreparee:maismalheureusecommeunedeclassee:car

lesfemmesn'ontpointdecasteniderace,leurbeaute,leurgraceetleurcharmeleur

serventdenaissanceetdefamille.Leurfinessenative,leurinstinctd'elegance,leur

souplessed'esprit,sontleurseulehierarchie,etfontdesfillesdupeuplelesegales

desplusgrandesdames.

Ibid.,p.455.

綺麗で、魅力的なのに、生まれが運命のいたず らで平役人の家 という、そういう

娘の一人だった。持参金の用意 もな く、遺産の入る見込みもない。だか ら金持ちで、

身分もある男 に知 られ、立場を理解 されて、愛 され、結婚するという手だてもなかっ

た。で、彼女が言われるままに結婚 したのは文部省の小役人 とだった。

彼女の身じまいは簡素だった。飾 りたてることがで きなかったのだ。 じっさいあ

るべ き身分から落された者のように不幸だった。なぜなら女というものは世襲の階

級 も、氏素性 も問われず、その美貌、優美さ、魅力が、生 まれ とも家系ともなるの

だ。生まれついての明敏、粋の本能、精神の柔軟さこそ、唯一女性の階層を作 り上

げるもので、それらが庶民の娘をやんごとない貴婦人 と同等の ものにするのである。

Cetaitと 提示的表現で物語が始まることにまず注意しておこう。特定の女性に起 こっ

た話 というわけではな く、 どこにで もある話 という含意が自ず と示されるわけだ。Elle

(彼女)と だけあって、主人公の具体的な名が示 されないことも、またその一般性 を暗

喩することになる。彼女が結婚することになるのが、文部省の小役人 とい うところは、

作者のモーパ ッサン自身がつい先頃まで勤めていた場所 という一種のくす ぐり、ブラッ

クユーモアでもあろうが、ヒロインの夫がいわゆる子女の教育を司る役所 に勤めている、

ということは、単に小役人の世界が描かれるばか りでなく、 じつは物語の本質にも関わ

る。「女 とい うものは世襲 の階級 も、氏素性 も問われず、その美貌、優美 さ、魅力が、

生まれとも家系 ともなるのだ。生まれついての明敏、粋の本能、精神の柔軟さこそ、唯

一女性の階層 を作 り上げる」 と述べ られるヒロイ ンの心情、モラルは、平等をうたい、

勤勉を讃える文部省の教育方針 とは相容れないものであるはずなのだ。しかも当時の教

育の、ある意味での本質は一種の立身出世主義を同時に根本に含意するから、彼女の夫

が文部省小役人 というのは、 きわめてアイロニーに富んだものとなる。

その ことは、 ヒロインを形容 してただ一言simpleと している ところにも共通す る。
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simpleは 純 朴 で 、 気 取 ら な い 、 謙 虚 な こ と を言 うが 、 様 子 を飾 らぬ 、 慎 ま しい こ と も意

味 し、 さ ら に 単 純 な 、 お め で た い 人 を も 言 う。 も ち ろ ん 、 こ の 句 は 読 点 な し にne

pouvantetreparee「 飾 りた て る こ とが で き なか っ た 」 と続 くの で 、2番 目の 意 と わ か る

け れ ど も、Elleetaitsimple「 彼 女 の 身 じ まい は簡 素 だ っ た 」 とあ る こ の叙 述 は、 そ れ こ

そsimple三 様 の 意 味 が 同 時 に読 者 に伝 わ る こ と に よ っ て 、 作 者 の み ご とな 寓 意 が 効 果 を

発 揮 す る 。

ま たcarlesfemmesn'ontpointdecasteniderace,「 な ぜ な ら女 とい う もの は 世 襲 の 階

級 も、 氏 素 性 も問 わ れ ず 」 と、 「女 」 がfemmesと 複 数 で 示 さ れ る こ と に よっ て 、 単 に ヒ

ロ イ ン の み に か か わ らず 、 一 般 の 女 性 全 体 の 論 と して 述 べ られ る 形 を取 っ て い る わ け で 、

単 数 に よ っ て も表 現 で き る とこ ろ を複 数 で 表 現 す る こ と に よ っ て 、 個 々 の 女 性 の ケ ー ス 、

女性 の 多 くの 具 体 的 な 例 を想 像 させ て 印象 を濃 く して い る。 さ ら にcaste,raceか ら始 ま

り、naissance,famille,native,instinctと 連 な っ て、 女 性 の 「生 まれ 」 が 強調 され る か に

見 え なが ら、grace,finesse,elegance,souplesseな ど、 本 来 女 性 の 美 質 につ な が る はず の

語 が そ れ らを打 ち消 し、 「庶 民 の 娘 を や ん ご と な い 貴 婦 人 と同 等 の も の に す る 」 不 思 議

を浮 き彫 りに す る。 そ して 同 時 に そ れ を 自負 し なが ら、 そ う い う仕 儀 に立 ち 至 らぬ 主 人

公 の 苛 立 ち も 自ず と切 実 に響 かせ るの で あ る。

こ う して 物 語 の 冒頭 、 ヒ ロ イ ン と思 し き女性 が 、 美 し く魅 力 的 なの に、 小 役 人 の 家 に

生 ま れ た ば か りに 身 分 あ る 男 と結 婚 で き な い こ とが 綴 られ た 後 、 「女 とい う もの は世 襲

の 階 級 も、 氏 素 性 も問 わ れ ず 、 そ の 美 貌 、 優 美 さ、 盤 惑 が 、 生 まれ と も家 系 と も な る の

だ 。」(p.455)と 、 そ の 魅 力 次 第 で 身 分 低 い 女 性 も優 雅 な 生 活 が 可 能 な こ と を 強 調 す る

言 葉 が あ る た め に(し か も、 こ の 文 章 は そ の ま ま主 人 公 の 内 的 モ ノ ロ ー グ と も取 れ る)、

い っそ う彼 女 の 悔 し さが 実 感 さ れ る よ うに な る。 こ の悔 しさ、 不 満 の あ る 女 性 の イ メ ー

ジ は、 じつ は 物 語 の最 後 で 、 金 持 ち の 友 人 との 出会 い の オチ に お い て、 こ の 短 篇 の底 か

ら、 読 後 に じわ っ と効 い て くる もの と もな るわ け で 、 そ の 意 味 で も 冒頭 と結 末 の 対 応 は 、

実 に見 事 に な され て い る、 と言 うべ きだ ろ う。 つ い で に言 え ば 、彼 女 を形 容 して た だ 一

言simpleと して い た と こ ろ も、 物 語 が 先 に 引 い た オ チ の 形 で 終 わ って み れ ば 、 つ くづ く

そ の 人 柄 と して 、 味 わ い 深 い形 容 で あ っ た こ と も理 解 で き る は ず だ 。 そ う して 次 に彼 女

の 生 活 と感 情 につ い て こ う記 さ れ る。

Ellesouffraitsanscesse,sesentantneepourtouteslesdelicatessesettousles

luxes.Ellesouffraitdelapauvretedesonlogement,delamiseredesmurs,de1'usure

dessieges,delalaideurdesetoffes.

Toutesceschows,dontuneautrefemmedesacasteneseseraitmemepas

apergue,latorturaientetl'indignaient.LavuedelapetiteBretonnequifaisaitson
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humblemenageeveillaitenelledesregretsdesolesetdesreveseperdus.

Ibid.,p.455.

彼女は絶えず憤7を 抱いていた。 自分はあらゆる洗練 された美味佳肴や贅沢な調

度にふさわしく生まれついているのに。彼女には貧 しい住 まいが不満だった。みす

ぼらしい壁、す り切れた座椅子、不細工な衣類が不満だった。こうしたものすべて

は、彼女 と同じ階級の女なら気づ きさえもしないのに、彼女の身を挨 らせ、憤慨 さ

せた。ブルターニュ出の小女が部屋の掃 除をざっと済 ませて しまうのを見るにつけ、

索漠 とした後悔 と途方 もない夢想が呼び覚まされるのだった。

Delicatessesは 、普通には繊細 さ、優雅 さを言 うが、複数形は美味佳肴を意味する場

合がある。lesluxesと 対になっているので具体的なイメージとして訳 してみた。 もちろ

ん 「洗練 された趣味」と 「奢修」の抽象的概念 も同時に呈示するか ら、す ぐあ と具体的

に示される 「現実」 との差異がきわめて効果的 となる。貧 しいブルターニュか らの出稼

ぎの女性は多 くfemmedemenage(家 政婦)と して雇われた。「年端のいかない小娘」

とあるだけに、ちゃんとした相応の家政婦 を雇えぬ自分の家の程度が知れてヒロインの

精神的惨めさが付度される仕掛けになっている。 しか もこの部分も後からみごとな効果

を見せることになるので、ちょっと記憶 しておいていただきたい。

現実の生活に倦んだ彼女の夢想に現れるパ リの高級住宅は、彼女のアパル トマンの(普

通ならそんなに大げさに嘆 くこともないはずの)み すぼらしさと対照的に描かれる。客

を迎える控 えの問は、東洋風の厚い壁布が貼 られ、むっとした暖かさにまどろむ短いキュ

ロットの下僕 といった、 どこか官能的な表現があって、彼女の心身のうずきさえ感じさ

せる単語が次々と重ねられることに注意する必要がある。迎えるのはlesamis(男 友達。

もちろん女友達 もふ くむだろうが)や 女性の注意を喚起する男性の著名人。彼 らが女性

たちに知 られ(connu)、 求め られる(recherche)男 たちとして想起されることは、主

人公自身の 「知 られ」、「求められたい」願望の現れに他なるまい。 しかし、夕食にあ り

きたりの 「ポ トフ」 に、旨い!旨 い!と 舌鼓を打つ夫、立身の野心 もなく、ひたす ら日

常の幸福 を味わっている小役人の夫(彼 が立身の基本を教えるはずの文部省の役人と言

うことをもう一度思い起こそう)を 見て、ますます彼女の願望の度合いが高まることに

なるが、それはモーパッサ ンの師フロベールが描いた 『ボヴァリー夫人』の世界、 まさ

しく若い日の修道院時代にロマンティックな空想に耽って、騎士の登場を憧れたエンマ

が、田舎医師ボヴァリー と結婚 して味わう幻滅を思い起こさせ る。

しかしフロベールが描いたボヴァリー夫人は、ノルマ ンディの田舎町に育って、大都

市といえばルーアンしか知 らない。 もちろんパ リにも足を伸ばすけれども、あ くまで田
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舎の女性 として終始する人物だった。その弟子であるモーパ ッサンのヒロインは、エン

マと違ってパリジエ ンヌ、花の都 に育って美しく才気 もあると自負 しているわけで、そ

の幻滅の悲哀は、 日々豪奢の社交界を目にし、耳にし、 しか もそこに参加することがで

きず、まして金持ちの友人(そ れも少女時代の友人だ1)が いるともなれば、ますます

底深いものとなろう。その上に彼女はとりわけて執念するものがある。

Ellen'avaitpasdetoilettes,pasdebijoux,rien.Etellen'aimaitquecela:ellese

sentaitfaitepourcela.Elleeuttantdesireplaire,etreenviee,etreseduisanteet

recherchee.

Ellewaituneamieriche,unecamaradedeconventqu'ellenevoulaitplusallervoir,

tantellesouffraitenrevenant.Etellepleuraitpendnatcesfoursentiers,dechagrin,

deregret,dedesespoiretdedetresse.

Ibid.,p.456.

衣装など持っていなかったし、宝石類 もない。何一つなかった。 ところが好 きな

のはそれだけ。 自分はそうした もののために生 まれた とさえ感 じていた。それさえ

あれば、どれほど相手に気に入 られ、欲せ られ、迷わせ、求められるのも思いのま

まなのに。

彼女には一人金持 ちの友人がいて、修道院で過 ごした時の仲 間だったが、 もう二

度 とその友に会いに行こうとは思わなかった。それほど苦 しい思いで帰って きたの

だった。そ して彼女は涙ながらにその数日間ずっと不快や後悔、絶望、言いようの

ない悲 しさを噛みしめた。

こ こ で 、 「衣 装 な ど 持 っ て い な か っ た し 、 宝 石 類 も な い 。」(Ellen'avaitpasdetoilettes,

pasdebijoux,rien.)と 「彼 女 に は 一 人 金 持 ち の 友 人 が い た 」(Elleavaituneamieriche)
　 　 　 　 　

と二つの同じ構文のものが、行 を隔てて並列 されていることに注意 しよう。持っていな
..........

いものは、高価な衣装道具、宝石類、持っているものが金持ちの友人、 しかしこの友人
　 　 コ コ 　 　 　 　

とも行 き来をしなくなって しまう。つまり彼女にとってあ らまほしきことが二つながら
　 　 　 　 　

に 、結 局 は持 た ぬ もの に な るわ け な の だ 。 そ の 行 き来 の 途 絶 え た 「修 道 院 時 代 の 友 」(une

camaradedecouvent)。 か つ て フ ラ ンス で の 女 子 教 育 は修 道 院 で読 み 書 き、躾 な ど を行 っ

た 。 エ ンマ ・ボ ヴ ァ リー も修 道 院 時 代 、 ロ マ ン テ ィ ッ ク な空 想 に 耽 っ た こ と を思 い 出 し

て お こ う。

彼 女 が そ の 修 道 院 時代 の 友 の 家 を訪 れ て 味 わ っ た 「不 快 や 後 悔 、 絶 望 、 言 い よ う の な

い 悲 しさ 」Chagrin,regret,desespoir,detresseと あ る 名 詞 は単 に順 番 に羅 列 され て い る
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わけではない。金持ちの友人の暮 らしに打 ちのめされた主人公の思いが、まず憂醗な不

快感、後悔、絶望、悲愁 という順に、思い返 してはますます悲嘆の度合いが深まる形で

巧みに表現されている。ここでもその友人の名前が特定されずにいることに注意 しよう。

依然 としてこの物語 は、ヒロインが誰 と特定 しなくとも、誰にでも思い当たる、一般的

な話の様相 を示 しているわけなのだ。

ところがある特別 な事件が起 こることによってヒロインの名前がはっきり示されるこ

とになる。夫が役所か ら意気揚々と帰って一通の招待状を差 し出すことで、新たな展開

となる。

Elledechiravivementlepapieretentiraunecarteimprimeequiportaitcesmot:

≪Leministrede1'lnstructionpubliqueetMmeGeorgesRamponneauprientM.et

MmeLoiseldeleurfaire1'honneurdevenirpasserlasoireea1'hotelduministere,le

lundi18janvier.≫Ibid.,p.456.

彼女はさっと封 を切った。引っぱ り出 したカー ドには以下のように印刷されてあ

る。

「文部大臣ジ ョルジュ ・ランポノーおよびその夫人は、 ロワゼル夫妻に大臣官邸

での夜会に出席いただくよう懇請する。 日時1月18日 月曜日」

彼女が封をさっと(vivement)に 切るのは、その行為の激 しさ、早さ、不作法さを示

して、夫に対するいらだちと不満を露わにするが、同時にvif(生 き生 きした)と の関わ

りか ら、それまで死んだような日々を送っていた彼女が、その時活 き活 きした 「生」を

一瞬に取 り戻す響 きを伝えるだろう。tirer「引 く」の語は占いのカー ドを引 く趣 きさえ

あって、そこに印刷 されてある言葉が、あたか も彼女の運命 を予告するような印象 を与

える。そのカー ドの入った大きな封筒 を渡す際の夫がrairglorieux「 鼻高々な態度」と

形容されるの も、いかにも晴れがましいことの前触れを予想 させる。

カー ドの文章はあ りきたりの役所風招待状。立派な書体で4、5行 にわたって印刷 さ

れているのだろうが、月曜 日の晩のことでもあ り、単にsoiree「 夜会」 とだけあるので、

それほど大がか りなものでな く、大臣による定期的な公的行事 といったものと考えて良

いo

注 意 すべ き は、 こ こで 初 め て 主 人 公 夫 婦 の 名 前 が ロ ワゼ ル で あ る こ とが 明 らか に され

る こ とだ 。 夫 婦 の名 前 は の ち に 説 く と して 、 招 待 状 に 記 さ れ る 大 臣 の名 前 に注 目 し よ う。

Ramponneauの 名 はGarnier版(1984)の 編 者M.-C.Bancquaurtに よれ ば、 ク リニ ャ ンク ー

ル 通 りに あ っ た キ ャバ レ ー の 名 前 と同 じ とい う。 そ の 有 名 な キ ャバ レー の 名 を(場 所 も
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いわゆる低俗な歓楽街)、 いや しくも文部大臣の名前にす るのは文部省の仕事そのもの

に対する強烈な皮肉以外のなにものでもない。そしてここで単 に 「彼女」(elle)と だけ

しか表記 されてこなかった主人公の名前が初めて明 らかにされる。「ロワゼル夫人」

(MmeLoisel)。 あ りきた りのフランス人の名前に過 ぎぬように見えるが、Ramponneau

とい う大臣の名に仕掛けがあるのだか ら、その大臣と並んで記されるLoise1に ついても

一考を要 しよう。すなわちLoise1はL'oiselleに 音が通 じ、その語は雌鳥 を指す と同時に、

俗語で 「愚かな娘」 を言う、その意味を効かせているに違いない。定冠詞がついてるか

ら、まさしく 「かの愚かな娘」 ということになって、これまで女性一般を指し示す 「彼

女」(Elle)に 固有名詞 を冠 した としても、依然 としてその一般性に関 しても拭いさら

れていないことになる。

さてこのロワゼル(雌 鳥)夫 人は招待状 を見ても一向に喜ばない。夜会に着ていく服

がないと拗ねるのだ。 まさしくロワゼル 「かの愚かな娘」にほかならないが、ではどん

な ドレスか と問われて400フ ランはする ものを、 と言うのを、幸か不幸か、夫のロワゼ

ル氏は友人たちと雲雀打ちに行 くための猟銃 を買 う金を、ちょうどその額貯めていたの

でそれを投げ出す ことになる。ところが ロワゼル夫人はまた浮かない顔。今度は ドレス

は新調 したけれ ど、そうなるとまたそれにぴった り合うアクセサリーが要るというのだ。

すると窮 した夫は名案を思い付 く。

《Quetuesb合te!VatrouvertonamieMmeForestieretdemande-luidetepr合ter

desbijoux.Tuesbienassezli6eavecellepourfairecela.》

Ellepoussauncridejoie.

≪C'estvrai.Jen'yavaispaspense.≫

Ibid.,p.458.

「君は馬鹿だなあ!君 の友達のフォレスティエ夫人に会いに行ったらいい。宝

石を貸 してほしい、って言 うんだ よ。君とのつ き合いだ、それ くらいはして くれる

さ」

彼女は喜びの声 をあげた。

「そのとお りだわ。そんなこと思ってもみなかった」

ロワゼル夫人の修道院時代の友人フォレスティエ夫人の名(こ れもこの時初めて出さ

れることに注意 しよう)は 、一年後に執筆 される長編 『ベラミ』 に登場する女性の一人

に付 けられる、 とプレイヤ ッド版やガルニエ版の編者は注記 している。 しかしここで重
フ ォ レ ス テ ィ エ

要 なの は そ の 名Forestierが 「森 に 住 む人 」 と読 め る こ とだ 。 そ の 名 を ロ ワ ゼ ル の 夫 が 思
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い出す ことも見事な仕掛 と言 うべ きだろう。彼 自身は妻の ドレスを買 うために、友人と

狩 りに行 くための猟銃 を買 うのをやめた。その彼が、妻の友達の名を思い出す きっかけ

となったわけで、Forestierと いう 「森」あるいは 「森の住人」を意味する、狩 りに縁の

ある語を思いつ くところに、夫自身の複雑 な心情が透けて見えて、その取 り合わせの皮

肉なユーモアに思わず頬が緩む。さらに妻マチル ドの「そんなこと思ってもみなかった」

・Jen㌻avaispaspens6.・ の言葉は、かつて貧富、階層、幸 ・不幸の差を思い知 らされた

はずの彼女が、初 めてそ うした金満 の友人を持つ価値 に思い至 ることを示 している。
フ ォ レ ス テ ィ エ ロワゼル

「森に住む人」と 「雌鳥」、狩 りを仲立ちにした二つの組み合わせはぴった りと符合 して

いるのだ。そ してこの組み合わせはロワゼル夫人が身を飾 るべ き宝飾類 を借 りに親友
ロワゼル フォレスティエ

フォレスティエ夫人を訪ねる時(「雌鳥」が 「 森 」に庇護 を求めるのはいかにも当然
フ ォ レ ス テ ィ エ

だ)、 いっそう生彩を帯びることになる。「森に住む人」が実は都会的な金持ちで、大き

な宝石箱 をどんとロワゼル夫人の前に据 えて、さあお好 きなのをお選びと言う。そこに
ロワゼル

糧を求めて、数ある宝飾品か らダイアの首飾 りを選ぶ 「雌鳥」。まった く鮮やかな手腕

というほかない。

登場人物の名前の寓意はこれにとどまらない。夜会の当日、ロワゼル夫人は誰 より美

しく、エレガントで、愛 らしく、にこやかで、楽 しさに有頂天。どの男 も彼女に視線を

注ぎ、名前を聞 き、紹介 して貰おうとす る。

さてその当 日の文章。

1,ejourdelafetearriva.MmeLoiseleutunsucces.Elleetaitplusjoliequetoutes,

elegante,gracieuse,sourianteetfolledejoie.Tousleshommeslaregardaient,

demandaientsonnom,cherchaientatitrepresentes.Touslesattachesducabinet

voulaientvalseravecelle.Leministrelaremarqua.Ibid.,P.459.

パーティの日が来た。ロワゼル夫人はもてはやされた。彼女はどの女性よ り綺麗

だった。エ レガン トで、愛らしく、 にこやかで、楽 しさに有頂天。どの男 も彼女に

視線 を注 ぎ、名前を聞き、紹介 して貰おうとする。大臣官房の館員たち皆が彼女と

ワルツを踊 りたがった。大臣その人も彼女に目をとめた。

「ロ ワ ゼ ル 夫 人 は も て は や さ れ た 」(MmeLoiseleutunsuccさs.)と あ るavoirun

SUCCさSは 一 般 的 な 意 味 で の成 功 を収 め る こ と を言 うが 、 もち ろ ん 異 性 に もて る こ と も言

う。 そ の 場 合 、 部 分 冠 詞duが つ く と継 続 的 な 意 味 合 い が あ る が 、unsuccさsと 単 数 で 表

現 さ れ て、 彼 女 の 「成 功 」 が これ まで に な く、 今 後 も な い 、 一 度 き りの 印 象 を 与 え る。

そ の 時 の 彼 女 の 様 子 を 示 す 形 容 が 「エ レ ガ ン トで 、 愛 ら し く、 に こ や か 」(jolie,
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elegante,souriante)と 外見的なものばか りであることに注 目する必要がある。「楽 しさ

に有頂天」(folledejoie)は そうした彼女の得意のあ りさまを総括するものだ。この時

短編の冒頭に彼女が夢見ていた、すべての男性の視線の的 とな り、「相手に気に入 られ、

欲せ られ、迷わせ、求められるのも思いのまま」の世界が実現する。 とはいえ彼女に視

線 を注 ぐ多 くの男たちの中で 「大臣その人も彼女に目をとめた。」とある大臣の名前は、

前述のとお りランポノー(Ramponneau)、 低俗な歓楽街のキャバ レーの名を負 う大臣
ロワゼル

が注目する女性が 「雌鳥」すなわち愚かな娘となると、華やかな舞踏会 もたちまち何か

狼雑な舞踏場のように見えてくるではないか。

明け方の午前4時 まで夢のような時間を過ごしたマチル ドに、別の小部屋で眠 り込ん

でいた夫は冷えるからと妻の肩にコー トを掛 けてやる。他の婦人たちの豪華な毛皮 コー

トに較べれば、彼女のコー トは明け方の光 になんともみすぼらしい。

ItsdescendaientverslaSeine,desesperes,grelottants.Enfinilstrouverentsurle

quaffundecesvieuxcoupesnoctambulesqu'onnevoitdansParisquelanuitvenue,

commes'ilseussentetehonteuxdeleurmiserependantlejour.

Illesramenajusqu'aleurporte,ruedesMartyrs,etilsremonterenttristement

chezeux.C'etaitfini,pourelle.Etitsongeait,lui,qu'ilfaudraitetreauministereadix

heures.

Ibid.,p.460.

二人はセーヌ川の方へ降 りていった。身も世 もない気持ちで、寒さに震えながら。

やっとの事で見つけたのは川岸の夜間専用の古い箱馬車だった。この手の馬車は今

パ リでは夜になってか らしか見 られない。まるで馬車がそのみすぼらしい姿を昼 日

中では恥 じているかのようだ。

馬車は二人をマルティール通 りの彼 らの戸口まで運んでくれた。それから階段を

昇る足音も悲 しげに彼 らの住 まいに着 く。終わったわ、 と彼女。一方男 は男で、10

時には役所に出なければならないな、 と思うのだった。

「二人はセーヌ川の方へ降りていった」(11sdescendaient)は 南の方に向かうことだが、

同時に歓喜の絶頂から 「降 りてい く」ことも暗示 していよう。 まさしくセーヌ川のSの

字が、 うねる形 で彼 らの運命の変転 を暗示するかの ように浮かんで くる。「箱馬車」

(coupe)は2人 乗 りの4輪 馬車で、簡便 な辻馬車 を言 う。夜の光 と闇にその本当のみ

すぼらしい姿を欺いて、昼は姿を見せないこの馬車、夜の舞踏会で華やかに踊ってみせ、

朝の光を催れるマチル ドにどこか重ならないだろうか?
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二人が帰ってくる住まいはマルティール通 り(ruedesMartyrs)。 もちろん 「殉教者

たち」 という意味で、夫婦、 とりわけマチル ドの気分を代言するかのような地名だ。と

同時に小説が発表された1884年 当時、軽演劇場Divanjaponaisが この通 りにあったこと

を知ると、さらにこの劇場で 「新妻の床」というややいかがわしく思わせるタイ トルの

ものが演 じられたりしたことを知れば、悲劇的状況と喜劇的状況をないまぜにする作者

の皮肉なまなざしが透けて来よう。そして夫婦はまた自分たちの住居に 「また昇ってい

く」。大臣の豪華 な会場か ら、惨めに降 りてきて、ふたたび重い足取 りで昇る小役人夫

婦のためいきまで聞こえそ うだ。「宴は終わった」。マチル ドならず ともそう眩 くしかな

い ○

しか しじつは悲劇はそこから始まる。余所行 きの ドレスを脱いでみれば旧友に借 りた

ダイヤモンドの首飾 りが無い1大 騒動の挙げ句、高級宝飾店でやっと見つけた4万 フ

ランもする 「そっくりの」首飾 りを買って、以後10年 間、借金 まみれになっての生活は、
マ ル テ ィ 　 ル

文字 どお り 「殉教者たち」。貧困刻苦の生活 を余儀 なくされて、小論冒頭の最後の場面

につながってい く。

皿.ど んでん返 しの底 に

MmeLoiselsemblaitvieille,maintenant.Elleetaitdevenuelafemmeforte,etdure,

etrude,desmenagespauvres.Malpeignee,aveclesjupesdetraversetlesmains

rouges,elleparlaithaut,lavaitagrandeeaulesplanchers.Maisparfois,lorsqueson

marietaitaubureau,elles'asseyaitaupresdelafenetre,etellesongeaitacettesoiree

d'autrefois,acebalouellewaitetesibelleetsifetee.

Ibid.,pp.463.

ロワゼル夫人は今では老婆のように見えた。女なが ら体 も逞 しくな り、厳 しい顔

つ きで、立ち居振 る舞いも荒っぽい。苦 しい家政のや りくりがそうさせたのだ。髪

に櫛 を入れるのもなおざ りに、スカー トも横 ざまに穿 き、手は赤 くな り、話す声 も

大 きい。 どっと水 を使って床を洗った りする。それで も時には、夫が役所に出かけ

ていると、窓べ りに座っては思い起 こすのだった。あの昔の夜会、あの舞踏会。自

分があれほども美 しく、あれほどちやほやされたことを。

やっと負債は済んだものの、その代償 に年に似合わぬ老いの相貌を負 うことになった

悲哀が、「今では老婆のように見えた」の 「今では」の一語で浮き彫 りにされる。物語

冒頭、「美 と優雅と壷惑」を誇った女性の何 という落差。「どっと水を使って床を洗った
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りす る」(lavaitδg%侃46eaulesplanchers)は 、 単 に 床 を た く さん 水 を使 っ て 洗 う 、 と

い う だ け で な く、 「豊 か に 暮 らす 」(etreengyandeeau)の 表 現 を思 い起 こ させ 、 さ らに

そ のaとenの 一 字 の 違 い で 貧 富 の差 が 残 酷 な まで に浮 び 上 が る。 ま こ と に皮 肉 だ 。

そ ん な あ る 日、 ロ ワゼ ル夫 人 は シ ャ ンゼ リゼ 通 りで 旧 友 が 子 供 を連 れ て 散 歩 して い る

の を見 か け る 。 相 変 わ らず 若 くて 美 しい昔 の 友 。 声 を掛 け る か 、掛 け ま い か 。 声 を か け

て 何 もか もぶ ち ま け よ うか 。 小 論 冒 頭 に 引 用 し た 場 面 は 彼 女 が 呼 び止 め る と こ ろ か ら、

一 気 に結 末 に至 る鮮 や か な応 答 の 妙 が 楽 しめ る だ ろ う。 翻 訳 で は 十 分 に 表 せ て い な い が 、

マ チ ル ドの 言 葉 づ か い が 、gaと かhein?な ど、 や や 崩 れ た俗 な も の に な っ て い る こ とに

注 意 す る 必 要 が あ る 。 そ れ だ け で もマ チ ル ドが 陥 っ た 環 境 と、 お っ と り と と ま ど い な が

ら、 品 良 く応 対 す る 旧 友 と の違 い を克 明 に扶 り出す 。 また マ チ ル ドが 「本 当 にそ っ く り

だ っ た もの 」(《Ellesetaientbienpareilles.》)と2つ の 首 飾 りの 酷 似 が 強 調 され て い る

の も見 逃 せ な い 。 《Ellesetaientbienpareilles.・ のelles(そ れ ら)は も ち ろ ん 二 つ の真 珠

の 首 飾 りの こ と だが 、ellesは 「彼 女 た ち」 と も連 な っ て 、 読 者 の 目 に は 「二 人 の 女 が 実

は ま っ た くそ っ く り」 とい う皮 肉 に も見 え て くる。

ロ ワ ゼ ル 夫 人 の 修 道 院 時 代 の 友 人 の 名Forestierは 、先 に 説 い た 森 とい う意 味 の他 に「木

樵 り」 とい う意 味 もあ る。 ま さ し く 「木 樵 り」 さ な が ら フ ォ レス テ ィエ 夫 人 が ざ っ く り

と切 り倒 す 一 言 で こ の 短 編 は鮮 や か に落 ち が付 い て終 わ る の だ が 、10年 も借 金 に苦 しん

だ 末 に、 借 りた 首 飾 りが 実 は模 造 、 とい うマ チ ル ドの 運 命 を再 び真 っ逆 様 に 落 とす 結 末 、

そ の お 膳 立 て と して 二 人 が 出会 う場 所 を シ ャ ンゼ リゼ 通 り とす る の は、 もち ろ ん金 持 ち

ノ ノ

夫人たちの散歩道 というだけでな く、champsElysee「 極楽浄土」(champsElysees)の

語が生 きて、地獄から天国、そしてまた最後 に奈落に落とされる主人公の運命を皮肉に

表象するものにほかなるまい。二人を出会わせる場所は作者の意図で どこにでも設定で

きるのだから。

まことにみごとな結末。しかし、ちょっとここで立ち止まる必要がある。フォレスティ

エ夫人の言葉を聞いたマチル ドは、彼女につかみかかったか、泣 き崩れたか。若い身空

でなりふ り構わずひたすら借金の支払いに追われての10年 、いったいその苦労は何だっ

たのか。虚栄心に駆 られての浮かれた一夜の重い罰なのだろうか?。 語 り手はそのこと

には一切触れずに物語 を閉じる。これこそは短編小説の常道、そのマチル ドの以後の人

生は読者の判断次第。判断の根拠 はちゃんと本文の中に仕込んである、 とでも言うよう

に。

物語の始め、主人公 は魅力的だが身分の低い娘たちの一人 として登場 し、マチル ド・

ロワゼルと名前が明らかになっても、それはランポノーやフォレスティエ夫人、さらに

地名と同じように寓意性が強いものであることは、 これまで述べてきたことで了解され

よう。最後の場面に至 って、主人公が旧友 に自分が 「マチル ド・ロワゼル」と名乗るの
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もきわめて象徴的だ。(マ チル ドという名前 もmychildを フランス説 りを意識しての命

名ではないか と思ってみたりするが、 どうだろうか)す なわちこの短編がマチル ドとい

う一人の個別な女性の物語ではな く、一つの若い女性のタイプを描いたみせたものであ

り、また小役人のスケッチを含めて、 フランス文学の伝統に根付いた深い人間観察によ

る調刺 と寓意であることを明らかにする。

日本で 『首飾 り』 として知 られているこの作品は、Lapayureす なわち本来 「身支度」

か ら 「アクセサリー」一般を意味する言葉が原題であることはご承知の通 り。 しかし、

この作品のタイ トルがどうしてUncollier「 首飾 り」でな くUneparureな のか。parureは

もちろんparer(飾 る)の 名詞形で、飾ること一般 を言 い、それか ら装身具 をも言 う。

じつはこの短編の本来のテーマは 「飾る」 ということにあるのではないか。マチル ドは

何 よりも宝石類で我が身を飾ることが好 きな女性 として登場 している。「飾る」、それは

「真実の姿」 を覆うことでもある。

「彼女の身 じまいは簡素だった。飾 りたてることがで きなかったのである。」(Elle

futsimplenepouvantetreparee)と 短編冒頭に書かれていたように、マチル ドは宝石な

ど持つ ことが出来ず、嫌でも簡素な暮 らしを送 らねばならなかった。 ところが素晴らし

いダイヤモン ドの首飾 りを手に入れて、我が身を 「飾る」 ことで思いがけない成功に酔

う。けれどもそれは一時の夢。他人か ら借 りたその首飾 りを落とすことによって、ふた

たび彼女の真実に戻 ることになる。そして文字通 り冒頭に書かれていたように 「飾 りの

ない、簡素な」(simple)な 生活 となるわけである。結末のオチがみ ごとに冒頭の書 き

出 しと照応 している巧緻に感嘆するほかない。

文中にその 「首飾 り」をuneriviさredediamand(直 訳すればダイヤモンドの川)と 何

度か書かれるが、それはダイヤの粒の連な りを川の流れに見立てたものには違いないも

のの、「川」(uneriviさre)の 語でマチル ドの変転の人生 を予告 しているとも言 える し、

彼女が辛苦の果てに支払いすませた、その代償の汗のダイヤモンドを象徴するものかも

しれない。いずれにしても邦訳 『首飾 り』 とあるのは ミス ・リーディングを誘 うと言え

ようか。

では一方のフォレスティエ夫人はどうか。彼女は優雅な金持 ち夫人そのものだが、そ

こに 「飾 り」はないのか。マチル ドに頼 まれて宝石類を惜 しげなく見せる。友が選んだ

のは模造品だった。否、むしろフォレスティエ夫人は堂々と模造の宝飾品の入った箱 を
さが

示 したのだ。マチル ドの選択は本物を見抜 けぬ彼女の性を露呈することである。 しか し

それを平然と貸すのは 「真実」を隠すことにほかならない。つまり彼女 もまた 「飾って」

いたのだ。 しか も友が本物の首飾 りを買って返 したのに、彼女 はそれを10年 の間偽物 と

して本物 と区別できなかった。あたか も旧友 と10年ぶ りに会った時マチル ドと見抜けぬ

ように。その時のマチル ドは、かつての虚飾を空 しく欲 しがる女性ではな くなって、文
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字どお り、始めの形容 にあったようにsimpleな 女性、すなわち本物の人間になっていた

のだ。

案外作者はフォレスティエ夫人のロワゼル夫人に勝る俗物性 を描いたのではなかった

でか。彼女がマチル ドに貸 した模造の首飾 りが、500フ ランしたことを明らかにするの

もその表れの ように思われる。それはマチル ドの亭主が苦労 して整えた ドレスの代金

400フ ランを上回る額で、それとしても結構高額なものに違いない。それをせいぜい500

フラン、 というところに彼女のブルジョワ性が浮 き彫 りにされるだろ。彼女は確かに金

持 ちではあるけれ ど、 ドが付いていないから貴族ではない。そして一方のマチル ド。彼

女の 「女なが ら体 も逞 しくな り、厳 しい顔つ きで、立ち居振 る舞い も荒っぽい」姿に、

また夫ロワゼル氏が妻 に不平 も言わず、ひたすら弁済のために夜昼働 く姿に、そうした

「飾 る」生活か ら抜 け出 し、「真実」 を生 きる誠実 さが切 ない感動 を呼ぶのと裏返 しに、

ブルジョワ社会の偽善が鋭 く浮かび上がって くるところにこの結末の真骨頂がある。

】V.短 編 「宝石』の世界

しか し、こうして 『首飾 り』 という短編 を読んだ時、当然同じ種類の作品が思い起 こ

される。すなわち 『宝石』LesBijouxと いう短編。『宝石』は 『首飾 り』 よりほぼ一年前

に発表 された もので(1883.3)、 これ も名作の評判が高い。話は内務省の官吏である

MonsieurLantinが ある夜会で一人の地方出身の若い娘をみそめ、結婚するとその娘は

いかにも質素で、天使のようにはにかむ姿 になんとも言えない魅力があり、結婚生活 も

まったく幸福そのもの。彼女は貧 しい家計 を巧みにや りくりして、豪華な食事や高級な

ワインまでも工面するほどの良妻だ。ただ唯一の欠点、 というか夫の不満は彼女の芝居

好きと宝石好き。芝居の切符は同僚の奥 さんが持ってきて くれ、宝石はまがい物で済ま

せる。こうして毎 日を楽 しく暮 らしている最中、寒い夜 にオペ ラに行った帰 りに彼女は

風邪をこじらせて死んで しまう。悲嘆にくれた夫はなにもする気がなく荘洋とした日々

を送る中に、安月給でどうしてあんな贅沢がで きたのかと不思議 に思う。彼 はたった一

人の生活でさえ借金ができ、ついに一文無 し状態 となって、ある日思い付いて、安物の

模造品と知 りなが ら、妻の持っていた首飾 りを一つ宝石店に持っていくと、これが本物。

残 りの宝石 もすべて本物で、合わせて20万 フランという大金になる。 どうして?と 考え

た末に得た結論は、それらが、誰かか らの贈 り物、すなわち妻の愛人からの貢ぎものい

うことだ。これが一つのオチではあるが、 さらに宝石 を全部売 り払って大金を得た彼は、

役所を退職して、そのお金でゆうゆうと暮 らすことにな り、新 しい妻 も嬰る。 しかし、

Sixmoisplustardit(MonsieurLantin)seremariait.Sasecondefemmeetaittres
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honnete,maisd'uncaracteredifficile.Ellelefaitbeaucoupsouffrir.

Maupassant,LesBijoux,inOp.cit.,p.359.

半年 して、彼(ラ ンタン氏)は 再婚することになった。二番 目の妻はきわめて貞

淑だったが、 しか し気むずか しい女だった。彼女に彼はずいぶん苦 しめられること

になった。

という更なるオチで物語が締め くくられる。「二番 目の妻はきわめて貞淑だった」 と

あるのは、その容貌やその他肉体的な美点についてはそれほど魅力でないことを暗示 し、

それだからこそ、 また 「気むずか しい」(d'uncaractさredifficile)女 と念押 しがされて、

後のランタン氏の苦 しみの内容 も推 し量 られるように仕掛けられているのである。

この 『宝石』(LesBijoux)は 確かに 『首飾 り』(UnePayuye)と 、一読、裏腹の関係

にあ り、語 り口も同じように巧みだ。 この短篇が実際に何かの新聞のゴシップ欄に載っ

た実話をもとにしたものであることはよく知 られている。あるいは 『首飾 り』のネタも

同 じようなところからか も知れない。 じっさいよく読んでみると 『首飾 り』とよく似た

ところが散見する。たとえば夫が彼女の宝石好 きをbめ た時の妻の答え。

《Queveux-tu?J'aimega.C'estmonvice.Jesaisbienquetoasraison;maisonne

serefaitpas.J'auraisadorelesbijoux,moi!≫

Ibid.,p.352.

「ど う しろ っ て お っ し ゃ るの?私 は こ ん な の が 好 きな の よ。 た しか に私 の 悪 い

と ころ だ わ。 よ くわ か っ て る わ、 あ な た の お っ し ゃ る とお りだ っ た 。 で も人 間 は 変

わ らな い もの よ。 や っ ぱ り宝 石 が 大 好 き な の 、 私 は1」

これはマチル ドがひたす ら宝石の類を愛する癖を思い出させ る。また

Sestoilettesdemeuraienttoutessimples,itestvrai,debongouttoujours,mais

modeste;etsagracedouce,sagraceirresistible,humbleetsouriante,semblait

acqu6rirunesaveurnouvelledelasimplicit6desesrobes,maisellepritl'habitudede

pendreasesoreillesdeuxgorscaillouxduRhinquisimulaientdesdiamants,(...).

Ibid.,p.352.

彼女の衣装 はまった く簡素なものでは確 かにあったが、それが必ず良い趣味で、
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へ りくだ

しかも慎 ましやか、その上優 しさに満ちた優雅 さ、堪えられない くらいでいて、遜っ

て、微笑みかけるような彼女の優雅 さは、その衣服の簡素 さに新 しい味わいをもた

らすようだった。 もっとも彼女はいつの まにか両の耳に大 きなライ ンの模造石で、

ダイヤモンドに似せたものをぶら下げるようになった。(略)

「彼 女 の 衣 装 は ま っ た く簡 素 な もの で は あ っ た 」(Sestoilettesdemeuraienttoutes

simples)と あ る の は 、 マ チ ル ドが 「彼 女 の 身 じ ま い は 簡 素 だ っ た 。 飾 りた て る こ とが

で き なか っ た 」(Ellefutsimplenepouvantetreparee)と 書 か れ て あ る の を 思 い 出 させ

よ う。 しか も 『首 飾 り』 の 場 合 、 次 の よ うな 文 章 が 続 い て い た は ず だ 。

carlesfemmesn'ontpointdecasteniderace,leurbeaute,leurgraceetleur

charmeleurserventdenaissanceetdefamille.Leurfinessenative,leurinstinct

d'elegance,leursouplessed'esprit,sontleurseulehierarchie,etfontdesfillesdu

peuplelesegalesdesplusgrandesdames.

Op.cit.,p.455.

なぜなら女 というものは世襲の階級 も、氏素性 も問われず、その美貌、優美さ、

魅力が、生まれ とも家系 ともなるのだ。生まれついての明敏、粋の本能、精神の柔

軟さこそ、唯一女性の階層を作 り上げるもので、それ らが庶民の娘をやんごとない

貴婦人 と同等の ものにするのである。

こうしてみると、『宝石』のランタン氏の妻の美点は、ち ょうどここに描かれている

そのままの ものがあるわけで、本来なら、それこそ 「庶民の娘 をやんごとない貴婦人」

にするものだが、ランタン氏の妻はマチル ドのように不満を見せ ない。 というの もじつ

は彼女は、どうや ら影の貴婦人の生活を楽 しんでいたようなのだ。 したがって夫 と炉辺

で二人 きりで顔を突 き合 わせて幸福 を味わっている時に、偽物 と自称 してわざと乱雑に

それ らを夫の目の前 に並べ、そればか りか、時にはその一つ を夫の首にかけて、「まあ、

なんてあなたはおかしいこと1」 《Commetuesdr61e!》(p.353)と 笑ってもいられた。

ランタン氏の妻の名前 もまた明らかにされず、彼女 としか表記 されないのも、マチル ド

が終始 「彼女」 として、あるいは一般の女性全体を指し示す ような名前で登場 していた

のと同様の暗示がそこにあるだろう。

しか しこの 『宝石』 とい う短編は、こうした妻(あ るいは女性一般)の 姿を描 くこと

より、むしろすっかり欺かれていた夫を描 くことに中心があるのではないか。なぜなら

妻は物語を半ばす ぎるまでに早めに退場 し、あ とは夫の側か ら、偽物 と思っていたもの
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が本物であったと知 った驚 き、そ してその本物の宝石の由来について思い当たる時の衝

撃、そして、そ うと知っての彼の宝石商 と値をめぐっての しつこいほどの駆け引 きの描

写、さらに、思わぬ最後のどんでん返 し、というか、いかにも彼 らしい結末。そんな様

子を描 くのに精力が使 われているように思われる。ここで もまたランタン氏の本物 を偽

物だとだまされる眼力のなさが浮 き彫 りにされる仕掛 けだ。それは二番 目の妻の選択 に

も表れている。

以上2作 品の類似 を指摘 して、その関連する箇所 を並べてみた。 しかしじつは単に類

似を指摘するためではない。むしろほぼ一年 という、2作 品を隔てる 「時間」に注意を

払わなくてはならないだろう。
あとさき

例 示 が 後 先 して わ か りに くか った か も知 れ な い が 、 『首 飾 り』 は 、 『宝 石 』 か らず い ぶ

ん 進 歩 した形 で 綴 られ て い る。 た と え ば 名 称 の 寓 意 に つ い て 、 『首 飾 り』 で は 出 て く る

固 有 名 詞 の 殆 どが 、 パ リ の通 りの 名 に至 る ま で、 な ん らか の 寓 意 を含 ん だ もの で あ っ た 。

一 方 『宝 石 』 で 出 て くる 固有 名 詞 は、 じつ は ラ ン タ ン氏 の ほ か 一 切 使 わ れ て い な い 。 ラ

ン タ ン氏 の ほ か あ る の は シ ャ ンゼ リゼ と 「平 和 通 り」(ruedelaPaix)、 そ して ヴ ァ ン ドー

ム(Vendome)の 円 柱 の3つ の 固 有 名 詞 に す ぎ な い 。 こ れ らの 固 有 名 詞 の 使 い 方 に つ

い て は 、 そ れ ぞ れ そ の 理 由 が付 度 で きる よ う に思 わ れ るが 、 そ れ は 『首 飾 り』 に お け る

もの よ り単 純 だ。

で は 主 人 公 で あ る ラ ン タ ン氏 に つ い て は ど う か。 こ れ は 単 な る憶 測 に す ぎ な い が 、

MonsieurLantinは 、 す な わ ちMonsieurrentend(な ん で も彼 女 の い う こ と を 聞 く男)と

取 れ る か も しれ な い 。 もち ろ んtinはtenと 同 じ音 で は な い が 、 しか しか え っ て そ れ に 近

い 音 を わ ざ と示 して ほ の め か す 、 とい う こ と は あ ろ う。 同様 にtintinも ま た 連 想 と して

候 補 に挙 げ ら れ るか も し れ な い 。tintinは か ら っ け つ 、 能 な し、 な ど に つ け られ る あ だ

名 だ。 しか しい ず れ に して も 『首 飾 り』 に お け る よ う な、 複 雑 な、 しか も効 果 的 な もの

で は な い 。 また 『首 飾 り』 の ロ ワゼ ル氏 が 文 部 省 の小 役 人 で彼 に文 部 大 臣 か ら招 待 状 が

舞 い 込 む の が そ もそ もの 悲 劇 の 始 ま りで あ っ た。 一 方 こ ち らの ラ ン タ ン氏 は 内 務 省 の 役

人 と さ れ て い る 。 内 務 省 は 内 の 治 安 を 司 る もの で あ れ ば、 い わ ば 密 会 な ど は お 手 の 物 、

そ れ を探 った り、 自身 が 密 会 す る場 合 もあ ろ う か ら、 そ の 意 味 で もお そ ら く内務 省 の 小

役 人 ラ ン タ ン氏 の 妻 の お 相 手 は 、 お そ ら く内 務 大 臣 とい う と こ ろ だ ろ う。 ま さ し く ラ ン

タ ン氏 は 内 務(Interieur)の 官 僚 と し て 、 あ る 意 味 で は 無 能 で あ る た め に、 家 の 中

(Interieur)の こ とが 見 事 に お 留 守 に な っ て い る、 とい う皮 肉 に な る。 ロ ワゼ ル氏 の場 合 、

公 共 教 育(L'lnstructionpublique)と な る と、 先 に も言 っ た よ うに 、 この 小 説 の 本 質 が 「飾

る こ と」 へ の 批 判 、 さ ら に言 え ば 「真 実 の 見 極 め 」 とい う こ と と な る と、 ま さ し く公 共

の 教 育(L'lnstructionpublique)に か か わ る こ とに な り、 先 の 『宝 石 』 の 主 人 公 の あ く

ま で 内 的 な 悲 喜 劇 に 較 べ て 、 い っそ う広 が りの あ る 、 広 い視 野 に立 っ た 文 章 と見 る こ と
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ができる。

では 『宝石』の最後のオチについてはどうだろう。 これ もまた鮮やか さの点で、『首

飾 り』には劣 るように思われる。 『首飾 り』の場合、先程 も述べたように、その後、マ

チル ドはどうしたか?と いう点に非常な興味を覚え、読者それぞれの感慨にふけること

になる。 しかし 『宝石』の場合、また新たな物語の想像 はなかなか難 しい。厄介な妻に

辛抱 しきれず、新 しい浮気の相手を探す、 といったような平凡な、 しか しモーパ ッサン

の短編に幾つ もでて くる話が予想 されるのがせいぜいだろう。ついでに言えば 『宝石』

(LesBijoux)と あるタイ トルは、ある意味で宝石 を愛する妻そのもの もbijouであって、

さればこそタイ トルは複数形でなければならないのだ。「私の宝石1」(Monbijou!)

と呼んでいた妻。ある意味で安物 まがいの女 とお もっていたのが、実は大物の相手 もつ

とめる本物の宝石1だ った というオチにつなが り、そうい う宝石 を見抜けなかったラン

タン氏は、次の女房についてもまたその本質を見抜 くことができなかったという最後の

オチに導 くわけだ。 この2作 のオチへいたる語 りの技巧を詳細にたどれば、1年 後の作

品『首飾 り』において、作者の技量が格段に進歩 していることがわかるだろう。モーパ ッ

サンの短編における一年が、 じつに大 きな意味があることを示す絶好の例 と言えよう。

【付 記1】

モ ー パ ッサ ンの 「首 飾 り』 につ いて は 、今 か ら7年 ほ ど前 に雑 誌 「ふ らん す」(白 水 社刊)

で対 訳 シ リーズ4回 の連 載 を依頼 されて 、原 文 を対比 しなが らモ ーパ ッサ ンの行 文 の巧 み さを

指摘 しつつ 、幾 つか 従 来の解 釈 とは異 なる新 しい こ とを述 べ るよ うにつ とめ たが 、「ふ らんす 」

の依 頼 の後 、あ る 出版社 の企 画 で、小 説 の書 き出 し部分 や結 末部 分 を取 り上 げ て、 その優 れ た

とこ ろ を示 す とい う シ リーズ の一 部 を担 当 す る こ とにな り、 それ もモ ーパ ッサ ンの 『首飾 り』

とい う指 示 がつ い た。そ の企 画 の一部 は刊 行 され て い るが、私 が依 頼 された テー マの 方 は さっ

ぱ り音 沙 汰が ない。 おそ ら く原稿 が うま く集 まらなか っ たの か、 集 まっ た原稿 が こ とご と く編

者 の 意 に満 たなか っ た ものか 。い まさ らその稿 を起 こ して うっぷ ん を晴 らす わけで は な く、 こ

う した企 画 にあ りが ち な枚 数制 限 で、 ぎ りぎ りの ところ しか述 べ る こ とが で きなか っ た。そ れ

で 「ふ らんす 」 の連 載4回 分 の文 章 と重 なる ところ はあ る もの の、 一応 短 編 と して の 「オ チ」

の 見事 さ、 とい う点 か ら、 この小 説 を考 えた。 大方 の批 判 を乞 いた い。

【付 記2】

夏 目漱石 が読 書 の後 に蔵 書 に感想 を記 してい た こ とは よ く知 られて い るが、 モーパ ッサ ンの

短編 『首飾 り』 につい て 「此落 ガ嫌 デ ア ル。 コ コニ至 ツテ今 迄 ノ イ イ感 ジガ悉 ク打 チ壊 サ レテ

仕 舞 フ。 ナゼ モーパ サ ンバ カウ ダラ ウ。 此 一節 ガ ナケ レバ夫 婦 ノ辛 苦 シ タノハ全 ク義理 堅 イ美

徳 デ軽 薄 ナル 細君 モ此 出 来事 ノ為 メ ニ真 正 ナ ル人 間 トナ ツ タ ノ ダカ ラ、読 者 モ 非常 二 同情 ヲ

モ ッテ 読 ンデ 行 カ レル ノニ 、 コ ノ結 末 ノー節 ノ為 メニ 夫婦 ハ 丸 デ馬 鹿 ニサ レテ仕 舞 フ。」 と批

判 して い る。い か に も漱 石 らしい潔癖 さ と言 え よう。 芥 川龍 之介 に よれ ば、 漱石 は モーパ ッサ

ンを 「巾着切 りの よ うな奴 だ」 と言 っ てい た とい う。 そ の芥 川 は常 にモ ウパ スサ ン と表記 した。

『株 儒 の 言葉 』 に 「モ ウパ ス サ ンは氷 に似 て ゐ る。 尤 も時 に は氷 砂糖 に も似 て ゐ る。」 とあ る。

永井 荷風 はア メ リカか ら念願 のパ リに着 くとす ぐさまモ ーパ ッサ ン像 を拝 しにモ ンソー公 園 に
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赴 いた。 そ して 自分 が フ ラ ンス 語 を学 ぼ う と思 った の は 「あ あモー パ ッサ ン先生 よ。 先 生の 文

章 を英語 に よらず、原文 の ま まに よみ味 ひた い と思 った」か らだ と書 い てい る。明治以 来、モ ー

パ ッサ ンが それ こそ 沢 山の読者 を 日本 で得 たの も、鮮 や か な切 り口が 際立 った こ とが大 きい 。
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